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１．防災面の課題の整理

滋賀県側

至三重県側

国道421号

N

H20土砂崩落
（18箇所）

・国道421号の滋賀県・三重県境では、年間約154日間通行規制が発生
・H20年9月に発生した豪雨による土砂崩落災害では全面通行止めとなり、三重県域においては現在も
通行止めが続いている状況

■滋賀県・三重県境は急峻な山地を通過し、冬期の閉鎖区間や異常気象時通行規制区間が存在

< 冬期閉鎖、異常気象時通行規制区間 > < 急峻な地形を通過する国道421号 >
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１．防災面の課題の整理
■H20年9月に発生した土砂崩落災害状況および冬期通行止め状況

写真①土砂崩落災害状況（滋賀県側）

撮影：H20.9.2（滋賀県提供）

9月2日の集中豪雨で、滋賀と三重を結ぶ鈴鹿峠越
えの国道3本（306号、421号、477号）が、土砂崩れ
で通行止めになって1カ月になる。このうち306号
（多賀町－三重県いなべ市間、12ｷﾛ）は10月2日午
前10時に一部片側交互通行で開通したが、421号
（東近江市－いなべ市間、15ｷﾛ）と477号（甲賀市
－三重・菰野町間25ｷﾛ）の被害は大きく、通行止め
は長期化しそうだ。

朝日新聞 平成20年10月3日 朝刊33面

冬期通行止め状況

撮影： H18.1.5

写
真
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２．課題を踏まえた対策の検討
■国道421号の冬期閉鎖区間、土砂崩落危険箇所を解消する対策の検討

写真① 現拡が困難な現道

・現道部分は現道拡幅が困難であり、線形不良区間、冬期閉鎖区間の大部分をトンネルで通過する計画

写真④ 現拡が困難な現道写真② 現拡が困難な現道

滋賀県

三重県

冬期閉鎖区間

異常気象時通行規制区間

：土砂崩落発生箇所

国道４２１号

至

桑
名

至

近
江
八
幡

写真③ 現拡が困難な現道

写
真
④
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真
②
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真
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真
①
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位置図

石榑峠道路

２．課題を踏まえた対策の検討

約100％（同上）用地取得率

150億円全体事業費

1,300台／日計画交通量

－供用延長

平成17年度用地着手

平成17年度工事着手

区間

だいあんちょういしぐれみなみ

（起）三重県いなべ市大安町石榑南
ひがしおうみ き わ だちょう

（終）滋賀県東近江市黄和田町

道路延長 4.5km

構造規格 第３種第３級

設計速度 50ｋｍ／ｈ

車 線 数 ２車線

標準幅員
8.5m （土工部）

7.5m （トンネル部）

事 業 化 平成15年度

事業進捗率 約69％（平成22年3月末現在）

標準断面図

単位（m）

土工部 トンネル部

写真①滋賀県

三重県

国道421号
石
榑
峠
道
路

N

写真①

平面図

計画の概要

■冬期閉鎖区間の解消
■災害による通行止めの回避等

事業の整備効果
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石榑峠道路

通行止め区間

307307

477477

306306

421421

88

１１

■通行止めによる迂回の回避（事業区間）

現道区間（国道421号）が通行止め時の迂回現道区間（国道421号）が通行止め時の迂回 過去10年間の通行止め実績（国道421号）過去10年間の通行止め実績（国道421号）

過去１０年間の通行止め実績
から算出した年あたり迂回解消
効果 3.2億円／年

供用後50年間に換算

65億円

過去10年間で延べ652日の通行止めが発生

・土砂崩落等により、現道では過去10年間に１回通行止め（延べ652日間）が発生

・現道で通行止めが発生した場合、大幅な迂回
・石榑峠道路の整備により、通行止めによる迂回を回避

発生年月日 内容 通行止日数（日）
H20.9.2

～
H23.3.10

合計 652
年平均 65.2

土砂崩れ 652

３．事業効果の把握
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現道区間の通行止日数×迂回解消に
よる効果（走行時間短縮、走行経費減少、
交通事故減少）



①三重県北西部が通勤圏になり、働き先の選択肢が
増える。地域の高齢化に歯止めがかかれば。
（永源寺商工会事務局長）

②中部経済圏との結び付きが強まり、東近江市の立
地の重要性は高まる。（東近江市企画課長）

③中部圏にはない魅力で集客増につなげられる。
（東近江市観光課）

④観光地を京阪神に向けて発信する。
（いなべ市広報秘書課）

東近江市役所～いなべ市役所

京都新聞 平成20年9月8日 朝刊22面

①

②③④

整備前 整備後

〔整備前〕 国道21号ルート 135分

75分短縮

〔整備後〕 石榑峠ルート 60分

冬期の状況

３．事業効果の把握

・国道421号では冬期閉鎖期間が、毎年約4ヶ月（12月上旬から3月下旬）となっており、さらに異常気象時
通行規制区間が存在

・石榑峠道路の整備により、三重県北勢地域と滋賀県南東部地域の所要時間が短縮するとともに、冬期も
安定して通行できるルートとして、物流、観光面に加え災害時の代替路として期待

■冬期閉鎖区間の解消

6



■費用 ■効果

□事業全体 157億円 災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等

・事業費 153億円 ・走行時間短縮 157億円

・維持管理費 4.6億円 ・走行経費減少 24億円

□残事業 － ・交通事故減少 1.8億円

・事業費 － ・通行止めによる迂回解消（事業区間） 65億円

・維持管理費 － 災害による被害の回避

・災害時の代替機能の確保 － －

地域住民の不安感の解消

・ＣＶＭ調査 201億円 201億円
道路の信頼性に関するアンケート調査（H23.2）結果より、支払意志額：297円/世帯、対象地域：263,437世帯で算出

※効果のうち、貨幣換算していないものは"－"とした

247億円

■算出条件等

基準年 ：平成22年度
検討期間 ：50年間
現在価値算出のための

社会的割引率：４％
交通量の推計時点 ：平成42年度
推計に用いた資料 ：平成17年度

道路交通センサス
事業費 ：150億円
維持管理費 ：5百万円/km
作成主体 ：近畿地方整備局

■事業の投資効果
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３．事業効果の把握

・効果については多岐多様に渡るが、災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等について貨幣換算を
行い算出
また、地域住民の不安感の解消について、ＣＶＭ（仮想的市場評価法）により算出

・費用については、道路整備に係る建設費、及び維持管理費で算出



４．関係自治体の意見

地域計画等への位置付け
■滋賀県基本構想（滋賀県：H19.12）
■道路整備アクションプログラム2008（滋賀県：H20.6）
■新道路整備戦略（三重県：H15.10）
□国道421号整備促進期成同盟会（昭和57年7月設立）

（東近江市、いなべ市、近江八幡市、桑名市、東員町、愛荘町、安土町）

■滋賀県知事

■三重県知事
平成23年３月８日 県土第26-162号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に掛かる対応方針（原案）の作成に係る意見照会について（回答）
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本事業は、冬期閉鎖の解消や災害発生時の通行止めを軽減などの防災対策や中部圏と近畿圏
の物流・観光面での交流・連携の促進を図る等重要な事業です。

今後も引き続き、本県と十分な調整をしていただき、今年度末の供用開始に向け取りくんでいただく
とともに、残された現道部分との取り付け工事等の早期完了に向け事業の推進をお願いします。

照会のありました「国道421号石榑峠道路」事業については、平成22年度末で供用開始の予定
であり、地元も望んでいる早期の事業効果発現を期待しております。

残工事を含む全ての事業が完了するまで、安全に十分配慮の上で事業推進していただきます
ようお願いいたします。

平成23年３月７日 滋道第143号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会について（回答）



５．事業進捗の見込み
■石榑峠道路は、平成１５年度に事業化し、平成１７年度から工事に着手

■トンネル本体工事は完成しており、平成22年度末の開通に向けて工事を推進中

取得済用 地

開通に向け推進中工 事

4.5㎞区 間

撮影：H23.2.8

写真④（工事中： トンネル内部）

撮影：H23.2.8

写真②（工事中：八風谷橋付近）

撮影：H23.2.8

写真①（工事中：滋賀県側抗口）

撮影：H23.2.8

現
道
→

写真③（工事中：三重県側抗口）

H22供用予定

滋賀県施工区間

写真④

写真②

写真① 写真③

石榑峠道路 延長4.5km

三重県施工区間直轄区間
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６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

石榑峠道路の計画は、滋賀県・三重県境における土砂災害による通行止めの回避、冬
期閉鎖区間の解消、線形不良区間の解消、交通隘路区間の解消等を勘案し選定され
た合理的な計画であり、周辺の環境に配慮しながら、引き続き現計画に基づき事業を
推進

変更計画

当初計画

石榑峠道路では、設計段階からトンネル換気設備の見直し等、新技術・新工法の積極
的な活用など、より一層コスト縮減に努めながら事業を推進

煤煙発生量 従来基準［m2/km・台］ 換気量=329m3/s

JF(ジェットファン)

必要台数33台
大型車 ５．１

小型車 ０．５

煤煙発生量 新基準［m2/km・台］ 換気量=130m3/s

JF(ジェットファン)

必要台数10台
大型車 ２．３

小型車 ０．８

・道路協会の換気施設分科会において、H17～18年
に基準見直し作業が為されており、H18の設計にお
いて基準値として採用した。
※道路協会基準はH20年10月に見直し

1250φJF(35m/s)×33台

Qr=329m3/s Vn=- 2.5m3/s

三
重
側

滋
賀
側

Qr=130m3/s Vn=- 2.5m3/s

1250φJF(35m/s)×10台

三
重
側

滋
賀
側
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石榑峠道路は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の
見込みの視点から継続が妥当と判断できる

引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適切である

事 業 継 続

１．事業の必要性等に関する視点

・滋賀県三重県境は急峻な山地を通過しており、冬期の閉鎖区間や異常気象時通行規
制区間が存在
・国道421号では、土砂崩落危険箇所が存在しており、平成20年9月に発生した土砂崩落
により、現在も通行止めが続いている状況
・石榑峠道路の整備により、土砂崩落等による通行止めの回避、冬期閉鎖区間の解消、
災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等、災害による被害の回避、地域住民の不安感
の解消等の効果が期待される

２．事業進捗の見込みの視点

・トンネル本体工事は完成しており、平成22年度末に供用を予定

７．対応方針（原案） 国道421号 石榑峠道路
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